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会 議 報 告  

会 議 名 第 7期東久留米市市民環境会議第 6回全体会 

日    時 令和 2年 10 月 5 日（月）午前 10 時 00 分～11 時 55 分 

場    所 東久留米市役所 2階 204・205 会議室 

出席委員 12 名 

欠席委員 1 名 

事 務 局 環境政策課長、生活環境係長、緑と公園係長、計画調整係主任、計画調整係主事 

次  第 ●報告・連絡事項 

（１）座長より報告 

（２）環境政策課からの連絡事項等 

（３）各グループからの連絡事項等 

（４）その他の連絡事項等 

●議事 

（１）令和 3年度環境フェスティバル実行委員の選出について 

（２）3月の環境イベントについて 

配布資料 １）次第 

２）【資料 1】 全体会再開までの経緯説明 

【資料 2】 第 7期第 5回東久留米市環境会議会議録 

【資料 3】 今後の市民環境会議の運営に関して 

【資料 4】 第 7期第 1回情報交換会会議録 

【資料 5】 第７期第 2回東久留米市環境会議情報交換会会議録メモ 

【資料 6】 10 月 11 日（日）環境イベント広報記事 

【資料 7】 10 月 11 日（日）環境イベント HP 記事 

【資料 8】 各グループからの連絡事項等 

【資料 9】 第 25 回東久留米市環境フェスティバル実行委員会委員の御選出について 

【資料 10】 市民環境会議主催イベントの企画 

内  容 ●報告・連絡事項 

（１）座長より報告 

  ・令和 2 年 2 月 13 日の全体会を最後に、その後は全国的に新型コロナウイルス緊急事態

宣言発出により全体会を中止し、座長、副座長、各グループ長、環境政策課とメール等 

   で適宜協議し、それを各委員に伝える体制の依頼文を発し、承諾を受けて会議体の運営

に入った。 

  ・各グループの活動はグループ長権限により継続。 

  ・5 月 25 日の緊急事態宣言解除後、6月 11日にグループ長以上級の情報交換会を開催。 

  ・8 月 24 日の情報交換会で 9月以降に全体会を開催することを確認。 

  ・本日の全体会開催に至った。 

（２）環境政策課からの連絡事項等 

  ・環境政策課人事異動について 

   【4月 1日付】 

   環境政策課長は市民部納税課へ異動し、後任として選挙管理委員会事務局から着任。計
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画調整係主事は緑と公園係へ。後任が着任。緑と公園係主任は防災防犯課へ異動。生活

環境係主任が障害福祉課へ異動し、後任が管理課より着任。 

   【10 月 1 日付】 

緑と公園係の主任が納税課へ。後任が着任。 

・環境イベントについて 

10 月 11 日（日）に小学生親子 10組 20 名程度を募集して落合川の魚類等生態系を学ぶ 

   環境イベントを開催する。 

  ・第 8期環境審議会委員の任期が 8月 24 日で満了し、8月 25 日から第 9期環境審議会委

員が就任した。 

  ・第 6期市民環境会から座長名で市長へ提出した提言書に対する、市の対応について課長

より口頭報告。 

   ①下水道未接続世帯について施設建設課に確認したところ、令和 2 年 4 月 1 日現在 27

世帯の未接続が解消され、残り 159 世帯となっている。今後も解消に向けて粘り強く

交渉していく。 

   ②地下水位の常時連続測定は予算要求をしたが、現在の財政状況下では認められなかっ

た。 

   ③「湧水・清流保全都市宣言」の更なる周知に関して、駅西口と本庁舎ロビーに春と秋

に横断幕を掲げ、周知に取り組んでおり、アンケート結果では 60％を超える認知度が

あるが、今後も周知に取り組んでいく。 

   ④わかりやすい広報の実施について、「かんきょう東久留米」とは別途の形で広報を作

成することについては、財政状況が厳しい中、新規事業に対して費用対効果を厳しく

問われることから現状では考えていない。 

   ⑤主要な環境データのＨＰ等での開示について、「かんきょう東久留米」をＨＰで掲載

しており、必要なデータについて相談があれば随時提供したいと考えている。 

   ⑥市民協働の推進について新規の助成金については原則として認められていない。一

方、環境政策課としてみどり東京の助成金の範囲内でやりくりすることが考えられ

る。 

・以上の口頭回答に対し、座長及び委員より全般の話として以下の意見が出た。 

  口頭ではなく、文書での回答を求めたい。 

  この回答の位置づけはどのようなものか？ 

（３）各グループからの連絡事項等 

  ・1 グループから、令和 2年 3月 5日から 10月 1 日までに行われた会議内容についてまと

めた資料の説明があった。11 月 9日（月）から 13 日（金）に豊水期の湧水調査を行う

ので委員の中から人員の応援がほしいとの話が出た。また、11 月 24 日（火）に秋のウ

ォーキングイベントを開催することの周知及び緑化可能な公園候補を選定している報

告もあがった。 

  ・2 グループから、千葉市とミニストップ㈱、イオン㈱との協定でゴミ袋をレジ袋として 

   販売する実証実験を行っている。また、プラスチック問題に関し、これまでにあがった 

   議題を報告した。 

  ・3 グループから、協働、学習、イベント、広報に関しての活動を報告した。また、協働
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について実態調査を行い勉強中であると報告した。 

（４）その他の連絡事項等 

  ・座長が参加している「都市計画マスタープラン改定検討委員会」について報告があり、 

改定検討委員会は 13 名で構成され、第１回会議が 7月 22 日に行われ、座長に工学院大

学の村上氏（環境防災専門）、副座長に日本大学の村山氏が選出された。 

  ・都市計画マスタープランの第 2 回会議が 9 月 30 日に開催され、現地見学とまちづくり

の課題整理等の討議を行った。 

●議事 

（１）令和 3年度環境フェスティバル実行委員の選出について 

  ・委員１名を選出する方向で検討。 

（２）3月の環境イベントについて 

  ・3 月 13 日（土）または 14日（日）のいずれか 1日に「私たちの暮らしと環境」という

テーマで市民環境会議主体の環境イベントを市役所 1階市民プラザホールで開催する。 

  ・開催時間の案として 13:00 から 16:00（準備は午前 9:00 から 12:00、片付けは 16:00 か

ら 17:00）。 

  ・以上、環境イベントの開催日程及び開催場所は決議された。 

  ・開催内容・形式案 1として、各グループの展示及び内容紹介。案 2として講演会（各グ

ループによる発表＋講演者依頼）及び展示・内容紹介を提示した。 

  ・開催準備に向けて担当者の振り分けや 3月 1日号広報掲載（原稿〆切は 2月 1日）につ

いても議題とした。 

  ・これらについて、次回の全体会で決めていくことを確認した。 

 

次回全体会は 12 月に行う予定で座長、副座長、グループ長と調整の上連絡する。 

 

●その他 

  ・市民自主企画講座「セミナー南沢湧水群のヒミツを探る」の案内があった。 

  ・下水道未接続に関し、河川汚濁の影響が大きい浄化槽については、東京都多摩環境事務

所への届出と実際の設置世帯数との間に大きな違いがありそうなので東京都と連携し

て対応してほしいとの意見が出た。 

 


